
法
務
省
定
員
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

法
務
省
定
員
規
則
（
平
成
十
三
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

区

分

定

員

備

考

本

省

五
一
、
二
一
六
人

一

う
ち
、
一
人
は
、
特
別
職
の
職
員
の
定
員
と
す
る
。

二

う
ち
、
一
一
、
七
九
九
人
は
、
検
察
庁
の
職
員
の
定
員
と
す

る
。

公
安
審
査
委
員
会

四
人

事
務
局
の
職
員
の
定
員
と
す
る
。

公
安
調
査
庁

一
、
五
八
九
人

合

計

五
二
、
八
〇
九
人

区

分

期

間

定

員

備

考

本

省

平
成
二
十
八
年
九
月
三
十
日
ま

で
の
間

五
一
、
三
五
三
人

一

う
ち
、
一
人
は
、
特
別
職
の
職
員

の
定
員
と
す
る
。

二

う
ち
、
一
一
、
八
一
三
人
は
、
検

察
庁
の
職
員
の
定
員
と
す
る
。

平
成
二
十
八
年
十
月
一
日
か
ら

同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の

間

五
一
、
二
三
〇
人

一

う
ち
、
一
人
は
、
特
別
職
の
職
員

の
定
員
と
す
る
。

二

う
ち
、
一
一
、
八
一
三
人
は
、
検

察
庁
の
職
員
の
定
員
と
す
る
。

平成年月日 木曜日 (号外特第号)官 報

〇
法

務

省

厚
生
労
働
省
令
第
一
号

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
十
七
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
国
家

戦
略
特
別
区
域
法
施
行
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
九
十
九
号
）
第
十
七
条
第
四
号
ロ
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
務
省
・

厚
生
労
働
省
関
係
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

法
務
大
臣

岩
城

光
英

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

法
務
省
・
厚
生
労
働
省
関
係
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

法
務
省
・
厚
生
労
働
省
関
係
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
七
年
法

務

省

厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
号
中
「
、
第
六
十
三
条
及
び
第
六
十
五
条
の
規
定
並
び
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
係
る
同
法
第
六
十
六
条
」を「
か

ら
第
六
十
五
条
ま
で
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
財
務
省
令
第
十
五
号

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
十
五
号
）
及
び
所
得
税
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
八
年
政
令
第
百
四
十
五
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
同
令
附
則
、
所
得
税
法
（
昭
和
四
十

年
法
律
第
三
十
三
号
）
及
び
所
得
税
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
九
十
六
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
所
得
税
法
施

行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

所
得
税
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
所
得
税
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

所
得
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
年
大
蔵
省
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
一
節

所
得
の
種
類
及
び
各
種
所
得
の
金
額
（
第
十
八
条

第
十
九
条
の
三
）」を
「
第
一
節

所
得

第
一
節
の
二

の
種
類
及
び
各
種
所
得
の
金
額
（
第
十
八
条

第
十
九
条
の
三
）

所
得
金
額
の
計
算
の
通
則
（
第
十
九
条
の
四
）

」に
改
め
る
。

第
一
条
の
二
第
一
項
中「（
個
人
番
号
又
は
」
を「（
個
人
番
号
及
び
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
二
項
第
一
号
中
「
、
住
所
及
び
個
人
番
号
」
を
「
及
び
住
所
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
九
項
中
「
第
五
項
の
」
を
「
第
七
項
の
」
に
、「
第
六
項
若
し
く
は
第
七
項
」
を

「
第
八
項
若
し
く
は
第
九
項
」
に
、「
第
五
項
各
号
」
を
「
第
七
項
各
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、

同
条
第
八
項
中
「
第
五
項
」
を
「
第
七
項
」
に
、「
第
四
十
一
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
四
十
一
条
の
二
第
五
項
」
に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
第
五
項
」
を
「
第
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と

し
、
同
条
第
六
項
中
「
第
二
項
各
号
」
を
「
第
四
項
各
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中

「
第
四
十
一
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
四
十
一
条
の
二
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
四
十
一
条
の
二
第

一
項
」
を
「
第
四
十
一
条
の
二
第
三
項
」
に
、「
令
第
三
十
四
条
第
三
項
（
非
課
税
貯
蓄
申
込
書
の
記
載
事
項
及
び
提

出
）」を
「
同
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
項
各
号
又
は
」
を
削
り
、

同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

法
第
十
条
第
五
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
電
磁
的
記
録
又
は
情
報
が
記
録
さ

れ
た
電
磁
的
記
録
と
す
る
。

一

署
名
用
電
子
証
明
書

二

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
に
よ
り
電
子
署
名
が
行
わ
れ
た
前
号
の
署
名
用
電
子
証
明
書
に
係
る
者

の
個
人
番
号
及
び
個
人
識
別
事
項
（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
六
年
内
閣
府
・
総
務
省
令
第
三
号
）
第
一
条
第
一
項
第
二
号
（
通
知
カ
ー

ド
記
載
事
項
が
個
人
番
号
提
供
者
に
係
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
等
）
に
規
定
す
る
個
人
識
別
事
項

を
い
う
。）に
係
る
情
報
で
、
同
令
第
四
条
第
一
号
（
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
個
人
番
号
の
提
供
を
受

け
る
場
合
の
本
人
確
認
の
措
置
）
の
規
定
に
よ
り
総
務
大
臣
が
定
め
る
も
の

〇
法
務
省
令
第
二
十
七
号

警
察
署
内
の
留
置
場
に
拘
禁
又
は
留
置
せ
ら
る
る
者
の
費
用
に
関
す
る
法
律
（
明
治
三
十
五
年
法
律
第
十
一
号
）
の

規
定
に
基
づ
き
、
警
察
拘
禁
費
用
償
還
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

法
務
大
臣

岩
城

光
英

警
察
拘
禁
費
用
償
還
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

警
察
拘
禁
費
用
償
還
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
法
務
省
令
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
中
「
千
六
百
五
十
円
」
を
「
千
六
百
七
十
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
法
務
省
令
第
二
十
八
号

行
政
機
関
職
員
定
員
令
（
昭
和
四
十
四
年
政
令
第
百
二
十
一
号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
令
を

実
施
す
る
た
め
、
法
務
省
定
員
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

法
務
大
臣

岩
城

光
英

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
定
員
の
期
間
別
の
特
例
）

２

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
法
務
省
定
員
規
則
第
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
表
の
区
分
の
欄
に
掲
げ
る

機
関
の
定
員
は
、
同
表
の
期
間
の
欄
に
掲
げ
る
期
間
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
定
員
の
欄
及
び
備
考
の
欄
に

掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。


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